
『
雁
』
は
鴎
外
の
長
編
現
代
小
説
で
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
 
 

年
）
九
月
一
日
発
行
の
雑
誌
冒
卯
』
第
九
号
か
ら
、
大
正
二
年
（
一
九
 
 

一
三
年
）
五
月
一
日
発
行
の
第
五
号
ま
で
、
「
鴎
外
」
の
署
名
で
連
載
さ
 
 

れ
た
。
そ
の
「
萱
」
か
ら
「
武
拾
萱
」
ま
で
は
雑
誌
に
連
載
さ
れ
た
が
、
 
 

「
武
拾
武
」
か
ら
「
武
治
辟
」
ま
で
は
雑
誌
に
発
表
さ
れ
ず
、
大
正
四
年
 
 

（
一
九
一
五
年
）
五
月
十
五
日
に
「
萱
」
か
ら
「
武
拾
辟
」
ま
で
が
併
せ
 
 

て
単
行
本
と
し
て
籾
山
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
大
正
四
年
四
月
一
日
 
 

の
鴎
外
の
日
記
に
『
雁
』
 
の
脱
稿
の
こ
と
が
見
え
、
五
月
十
一
日
の
備
 
 

に
 
「
雁
初
版
成
る
」
と
あ
る
。
 
 
 

『
雁
』
は
岡
田
の
友
人
で
あ
る
「
僕
」
 
の
回
想
と
い
う
形
で
善
か
れ
 
 

た
物
語
で
あ
る
。
貧
窮
の
う
ち
に
無
邪
気
に
育
っ
た
お
玉
は
高
利
貸
し
 
 

未
達
に
望
ま
れ
て
そ
の
妾
と
な
る
。
医
科
大
学
裏
の
小
さ
な
妾
宅
に
囲
 
 

わ
れ
て
女
中
と
二
人
で
暮
ら
す
う
ち
に
、
散
歩
の
途
中
に
顔
を
合
わ
せ
 
 

森
鴎
外
『
雁
』
と
『
虞
初
新
志
』
 
の
 
「
大
鉄
椎
伝
」
 
 

林
 
 
淑
 
 
 丹 
 
 

る
医
科
大
学
生
岡
田
に
恋
心
を
覚
え
る
。
末
造
が
千
葉
に
行
っ
た
留
守
 
 

に
、
彼
女
は
岡
田
を
妾
宅
に
招
き
入
れ
よ
う
と
す
る
が
、
岡
田
は
「
僕
」
 
 

を
伴
っ
て
お
り
、
お
玉
と
二
人
き
り
に
な
る
機
は
失
わ
れ
た
。
そ
も
そ
 
 

も
こ
の
時
は
、
下
宿
の
夕
食
に
嫌
い
な
さ
ば
の
み
そ
煮
が
出
た
た
め
「
僕
」
 
 

が
岡
田
を
誘
い
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
日
は
岡
田
が
ド
イ
ツ
へ
留
学
 
 

す
る
た
め
に
下
宿
を
引
き
払
う
前
日
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
二
人
は
結
 
 

ば
れ
ず
に
終
わ
る
。
 
 
 

主
人
公
の
岡
田
は
よ
く
中
国
の
明
清
小
説
を
読
ん
で
い
る
。
古
本
屋
 
 

で
中
国
四
大
奇
書
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
金
瓶
梅
』
を
買
お
う
と
し
た
し
、
 
 

明
末
清
初
文
言
短
編
小
説
集
の
 
『
虞
初
新
志
』
を
愛
読
し
て
い
る
。
 
 

て
▼
 
 

岡
田
は
虞
初
新
誌
が
好
き
で
、
中
に
も
大
鏡
椎
侍
は
全
文
を
暗
 
 

謡
す
る
こ
と
が
出
来
る
程
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
 
 

同
じ
虞
初
新
語
の
中
に
、
今
一
つ
岡
田
の
好
き
な
文
章
が
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
小
青
侍
で
あ
つ
た
。
あ
の
侍
に
書
い
て
あ
る
女
、
新
し
い
 
 

詞
で
形
容
す
れ
ば
、
死
の
天
使
を
聞
の
外
に
待
た
せ
て
置
い
て
、
徐
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岡
田
は
愛
読
し
て
い
る
『
虞
初
新
志
』
の
中
で
、
「
大
鉄
椎
伝
」
と
「
小
 
 

青
伝
」
と
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。
 
 
 

『
虞
初
新
志
』
は
全
二
十
巻
、
百
五
十
編
で
清
の
張
潮
（
一
六
五
〇
－
 
 

一
七
〇
九
）
が
編
纂
し
た
伝
奇
小
説
集
で
あ
る
。
東
京
大
学
附
属
図
書
 
 

館
に
あ
る
鴎
外
蔵
書
中
の
 
『
虞
初
新
志
』
は
、
張
潮
の
編
輯
で
荒
井
公
 
 

廉
の
訓
読
に
よ
る
河
内
屋
徳
兵
衛
大
坂
書
林
（
嘉
永
四
年
）
 
の
版
で
あ
 
 

る
。
『
虞
初
新
志
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
題
材
は
英
雄
豪
傑
の
話
や
詩
・
 
 

書
・
琴
・
画
に
優
れ
た
人
物
の
話
、
奇
怪
な
事
柄
、
神
仙
、
鬼
怪
談
な
 
 

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
奇
特
な
こ
と
、
不
思
議
な
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

登
場
人
物
は
盗
賊
か
ら
、
文
人
、
英
雄
豪
傑
、
庶
民
、
動
物
、
神
仙
、
亡
 
 

霊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
性
格
は
三
一
口
で
言
え
ば
、
「
奇
」
で
あ
 
 

ろ
う
。
百
五
十
編
の
中
で
『
雁
』
の
岡
田
が
惹
か
れ
た
「
大
鉄
椎
伝
」
は
 
 

武
勇
伝
で
、
「
小
青
伝
」
は
才
子
佳
人
の
要
素
の
強
い
物
語
と
言
え
る
が
、
 
 

ど
ち
ら
も
「
奇
」
 
の
性
格
を
持
ち
、
奇
特
な
人
柄
、
性
質
を
持
つ
人
物
 
 

を
措
い
て
お
り
、
『
虞
初
新
志
』
の
一
編
と
し
て
は
典
型
的
な
も
の
で
あ
 
 

る
。
本
論
で
は
「
大
鉄
椎
伝
」
に
注
目
し
て
、
岡
田
と
大
鉄
椎
と
の
人
 
 

物
造
型
は
ど
う
重
な
る
の
か
、
『
虞
初
新
志
』
の
「
大
鉄
稚
伝
」
を
持
ち
 
 

か
に
脂
粉
の
粧
を
凝
す
と
で
も
云
う
や
う
な
、
美
し
さ
を
性
命
に
 
 

し
て
ゐ
る
あ
の
女
が
、
ど
ん
な
に
か
岡
田
の
同
情
を
動
か
し
た
で
 
 

あ
ら
う
。
（
『
鴎
外
全
集
』
第
八
巻
、
一
九
七
二
年
六
月
、
岩
波
書
 
 

店
、
頁
四
九
八
）
 
 

込
む
こ
と
で
『
雁
』
が
ど
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
 
 

。
 
 

二
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
と
「
小
青
伝
」
と
は
同
じ
く
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
 
 

る
。
鴎
外
蔵
書
の
『
虞
初
新
志
』
巻
一
に
は
六
編
の
作
品
が
あ
る
が
、
そ
 
 

の
順
序
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
貌
蕗
の
「
大
鉄
椎
伝
」
、
林
嗣
環
の
「
秋
 
 

聾
詩
自
序
」
、
周
亮
公
の
「
盛
此
公
伝
」
、
王
献
定
の
「
湯
琵
琶
伝
」
、
作
 
 

者
不
明
の
「
小
青
伝
」
及
び
宋
曹
の
「
義
振
伝
」
で
あ
る
。
「
大
鉄
椎
伝
」
 
 

は
鴎
外
蔵
書
の
『
虞
初
新
志
』
 
の
中
で
巻
一
第
一
偏
に
あ
る
が
、
他
の
 
 

版
本
、
例
え
ば
威
豊
元
年
重
刊
、
小
娘
媛
山
館
蔵
板
の
『
虞
初
新
志
』
の
 
 

中
で
は
巻
一
第
一
編
は
「
大
鉄
椎
伝
」
 
で
は
な
く
、
鴎
外
の
 
『
虞
初
新
 
 

志
』
 
に
な
い
 
「
妻
貞
毅
先
生
伝
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
の
作
者
親
権
は
字
が
沐
叔
で
あ
り
、
寧
都
の
人
で
あ
 
 

）
 

る
。
『
清
史
稿
』
巻
四
八
四
、
「
文
苑
伝
は
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
 
 

説
明
し
て
い
る
。
 
 
 

魂
繕
は
明
が
滅
び
た
時
、
悲
し
み
嘆
き
、
断
食
し
て
翠
微
峯
に
隠
居
 
 

し
、
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
。
小
さ
い
頃
古
典
に
興
味
を
持
ち
、
歴
史
を
 
 

論
じ
て
よ
く
そ
の
才
能
を
見
せ
て
い
た
。
十
一
歳
の
時
県
の
学
生
に
な
 
 

り
、
兄
の
際
瑞
、
弟
の
薩
と
一
緒
に
易
堂
で
勉
学
し
た
。
兄
弟
皆
自
給
 
 

自
足
の
生
活
を
し
な
が
ら
、
学
問
に
励
み
、
自
立
の
生
活
を
し
た
。
歴
 
 

史
書
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
特
に
『
左
氏
伝
』
と
蘇
淘
の
文
章
が
好
き
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だ
と
い
う
。
貌
躇
の
文
章
は
力
強
い
。
彼
は
忠
義
の
事
件
や
親
孝
行
の
 
 

美
談
に
感
動
し
、
そ
れ
に
よ
り
創
作
意
欲
も
増
し
て
く
る
。
五
十
七
歳
 
 

の
時
亡
く
な
り
、
妻
の
謝
氏
は
断
食
し
て
殉
じ
た
。
著
に
 
『
文
集
』
 
二
 
 

十
二
巻
、
『
日
録
』
三
巻
、
『
左
伝
経
世
』
十
巻
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
貌
繕
は
小
さ
い
噴
か
ら
歴
史
に
関
す
る
優
れ
た
論
を
見
 
 

せ
た
り
、
『
左
氏
伝
』
、
蘇
淘
の
歴
史
書
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
明
代
 
 

が
滅
び
た
時
悲
し
む
余
り
、
断
食
し
て
隠
居
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
忠
 
 

義
で
あ
る
こ
と
に
大
変
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
大
鉄
椎
伝
」
は
 
 

明
代
当
時
の
実
際
に
あ
っ
た
話
だ
と
言
わ
れ
る
。
親
蕗
は
忠
義
の
豪
傑
 
 

大
鉄
椎
に
惹
か
れ
て
「
大
鉄
椎
伝
」
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
は
宋
将
軍
の
食
客
で
あ
る
陳
子
燦
の
体
験
談
と
い
う
 
 

形
を
取
っ
て
い
る
。
宋
将
軍
は
武
術
が
高
く
、
当
時
の
多
く
の
豪
傑
た
 
 

ち
が
そ
の
名
を
慕
っ
て
彼
の
食
客
に
な
っ
た
。
大
鉄
椎
も
そ
の
中
の
一
 
 

人
だ
が
、
ど
こ
の
人
か
分
か
ら
ず
出
身
と
名
前
を
聞
い
て
も
答
え
な
い
。
 
 

言
葉
少
な
で
い
つ
も
右
の
脇
に
四
、
五
十
キ
ロ
の
大
鉄
椎
を
抱
え
て
い
 
 

る
の
で
大
鉄
椎
と
呼
ば
れ
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
将
軍
が
思
う
 
 

ほ
ど
の
才
能
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
、
あ
る
日
一
人
で
大
勢
の
盗
 
 

賊
と
勇
ま
し
く
戦
っ
て
直
ち
に
こ
れ
を
殺
し
、
驚
く
将
軍
を
尻
目
に
立
 
 

ち
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
英
雄
の
事
績
で
あ
る
。
編
者
張
山
来
（
張
潮
）
 
 

臼
く
、
全
文
の
一
番
優
れ
た
所
は
大
鉄
椎
が
三
回
も
言
っ
た
「
吾
去
臭
」
 
 

（
わ
れ
去
ら
ん
）
の
一
句
で
あ
る
。
き
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ま
る
で
名
画
家
 
 

が
描
い
た
竜
の
鱗
と
爪
の
よ
う
に
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
 
 

さ
だ
と
い
う
。
確
か
に
「
大
鉄
椎
伝
」
は
た
だ
の
武
勇
伝
で
は
な
く
、
全
 
 

文
の
言
葉
が
大
変
簡
潔
で
力
強
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
も
速
く
、
名
 
 

文
だ
と
言
え
る
。
 
 
 

『
虞
初
新
志
』
の
中
に
武
勇
伝
の
話
型
は
四
つ
あ
る
。
「
大
鉄
椎
伝
」
 
 

の
他
、
「
五
人
伝
」
（
巻
六
）
、
「
宋
遵
壁
伝
」
（
巻
三
）
と
「
剣
侠
伝
」
（
巻
 
 

九
）
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
を
読
み
比
べ
る
と
、
「
大
鉄
椎
伝
」
は
他
 
 

の
三
つ
の
武
勇
伝
に
比
べ
て
神
秘
的
な
要
素
が
濃
い
こ
と
が
窺
え
る
。
冒
 
 

頭
か
ら
大
鉄
椎
は
ど
こ
の
出
身
の
人
か
分
か
ら
ず
名
前
も
分
か
ら
な
い
 
 

人
物
で
あ
る
、
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
も
言
葉
が
少
な
く
、
夜
に
は
誰
 
 

に
も
言
わ
ず
に
急
に
出
か
け
た
か
と
思
う
と
、
い
つ
の
ま
に
か
誰
も
気
 
 

付
か
な
い
う
ち
に
戻
っ
て
き
た
り
す
る
。
宋
将
軍
が
驚
く
ほ
ど
の
達
者
 
 

な
武
芸
も
、
最
後
の
場
面
で
の
盗
賊
と
の
戦
い
を
将
軍
自
身
が
見
に
行
 
 

く
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
戦
い
が
終
わ
る
と
、
ど
こ
へ
と
 
 

も
な
く
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
主
人
公
の
行
動
に
お
け
る
奇
 
 

特
さ
、
ま
た
神
秘
さ
が
鮮
烈
な
作
品
な
の
で
あ
る
。
 
 

三
 
 

『
雁
』
の
中
に
「
岡
田
は
虞
初
新
語
が
好
き
で
、
中
に
も
大
鏡
椎
樽
 
 

は
全
文
を
暗
諦
す
る
こ
と
が
出
来
る
程
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
。
そ
れ
ほ
 
 

ど
ま
で
に
「
大
鉄
椎
伝
」
 
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
彼
の
性
格
が
、
大
鉄
 
 

椎
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
注
目
し
、
『
雁
』
と
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
二
つ
の
角
度
か
ら
考
察
し
た
い
。
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一
つ
は
岡
田
と
大
鉄
椎
と
の
性
格
の
類
似
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
う
 
 

一
つ
は
退
治
の
場
面
と
ス
ト
ー
ー
リ
ー
の
展
開
の
仕
方
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
二
人
の
性
格
の
類
似
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
 
 
 

二
人
と
も
寡
言
で
、
果
断
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
鉄
椎
は
「
興
人
軍
言
 
 

語
，
語
類
楚
聾
，
和
其
郷
及
姓
字
，
皆
不
答
。
」
（
鴎
外
蔵
書
『
虞
初
新
 
 

志
』
、
真
一
、
以
下
同
）
（
言
葉
少
な
で
楚
の
国
の
靴
り
に
似
て
い
る
。
出
 
 

身
と
名
前
と
を
聞
い
て
も
答
え
な
い
。
）
と
い
う
無
口
の
人
で
あ
る
。
夜
 
 

中
に
出
掛
け
て
も
誰
に
も
言
わ
な
い
。
彼
に
つ
い
て
の
描
写
は
殆
ど
実
 
 

際
の
行
動
で
あ
っ
て
彼
自
身
の
言
っ
て
い
る
言
葉
は
最
後
の
「
わ
れ
去
 
 

ら
ん
」
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
大
鉄
椎
は
宋
将
軍
の
も
と
を
離
れ
る
前
 
 

に
何
も
予
告
し
な
か
っ
た
。
彼
ほ
も
と
も
と
宋
将
軍
の
も
と
で
武
術
を
 
 

習
っ
て
い
た
が
、
月
日
が
縫
つ
と
そ
の
将
軍
に
「
書
始
聞
汝
名
，
以
為
豪
 
 

，
然
皆
不
足
用
，
吾
去
央
。
」
（
頁
一
）
（
お
れ
は
初
め
て
お
前
の
名
を
聞
 
 

い
た
時
、
と
て
も
勇
ま
し
い
豪
傑
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
 
 

い
と
思
う
。
わ
れ
去
ら
ん
。
）
と
言
っ
た
。
宋
将
軍
が
大
し
た
英
雄
で
は
 
 

な
い
と
分
か
る
と
、
す
ぐ
に
彼
の
下
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
大
 
 

鉄
椎
は
身
分
の
差
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
物
で
も
あ
る
。
果
断
で
思
い
切
 
 

り
が
よ
く
、
実
行
力
も
あ
る
英
雄
人
物
と
も
思
わ
れ
る
。
 
 

一
方
、
岡
田
は
と
っ
く
に
洋
行
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
に
、
何
 
 

も
言
わ
ず
に
行
く
前
の
日
に
い
き
な
り
「
僕
」
 
に
そ
の
こ
と
を
話
し
て
 
 

「
僕
」
を
驚
か
せ
る
。
「
僕
」
は
「
驚
い
た
ね
」
、
「
君
は
果
断
だ
よ
」
（
頁
 
 

五
九
六
）
と
言
う
。
岡
田
は
洋
行
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
夢
、
目
標
の
 
 

た
め
に
他
の
こ
と
（
学
校
を
も
う
す
ぐ
卒
業
す
る
こ
と
や
お
玉
の
こ
と
 
 

な
ど
）
を
思
い
切
っ
て
捨
て
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
洋
行
す
る
 
 

こ
と
が
当
時
の
若
者
に
と
っ
て
困
難
か
つ
重
大
な
行
為
だ
っ
た
こ
と
は
 
 

言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
重
大
な
こ
と
を
誰
に
相
談
す
る
こ
と
 
 

も
な
く
、
ま
し
て
誰
に
予
告
す
る
こ
と
も
な
く
 

行
す
る
岡
田
を
「
僕
」
は
「
果
断
」
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

う
に
岡
田
も
寡
言
で
あ
る
が
、
深
く
考
え
、
最
終
的
に
思
い
切
っ
た
判
 
 

断
を
す
る
人
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
二
人
と
も
文
武
両
道
の
人
で
あ
る
。
大
鉄
椎
が
盗
威
退
治
の
 
 

場
面
で
見
せ
る
武
芸
の
素
晴
ら
し
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
時
武
術
 
 

に
高
名
な
宋
将
軍
が
驚
き
震
え
な
が
ら
、
何
も
言
え
な
か
っ
た
ほ
ど
で
 
 

あ
る
。
し
か
し
、
大
鉄
椎
は
武
芸
の
抜
群
な
豪
傑
で
あ
る
だ
け
で
は
な
 
 

い
。
「
子
燦
又
嘗
見
共
栄
市
物
帖
子
，
甚
工
楷
書
也
。
」
（
真
二
）
（
子
燦
 
 

は
か
つ
て
大
鉄
稚
の
書
い
た
帳
簿
な
ど
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
す
べ
 
 

て
優
れ
た
槽
書
で
あ
っ
た
。
）
 
の
よ
う
に
書
の
道
に
も
秀
で
た
。
 
 

一
方
、
岡
田
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
「
僕
」
の
記
憶
に
よ
る
と
、
当
時
「
岡
 
 

田
程
均
衡
を
保
っ
た
書
生
生
活
を
し
て
ゐ
る
男
は
少
な
か
ら
う
と
思
っ
 
 

て
ゐ
た
」
。
彼
は
勉
強
の
方
は
や
る
だ
け
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
遊
 
 

ぶ
時
間
は
ち
ゃ
ん
と
遊
ぷ
、
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
で
あ
る
。
し
か
も
美
 
 

男
子
で
「
色
の
蒼
い
、
ひ
よ
ろ
ひ
よ
ろ
し
た
美
男
で
は
な
」
く
、
「
髄
格
 
 

が
が
つ
し
り
し
て
ゐ
た
」
（
頁
四
九
二
）
。
運
動
に
も
秀
で
、
競
漕
を
始
 
 

め
て
間
も
な
く
仲
間
に
推
さ
れ
て
選
手
に
な
る
程
の
進
歩
を
示
し
た
。
こ
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岡
田
に
は
文
学
趣
味
も
あ
っ
た
。
よ
く
古
本
屋
を
覗
き
、
『
花
月
新
語
』
 
 

や
 
『
桂
林
一
枝
』
と
い
う
漢
詩
文
の
文
学
雑
誌
を
読
み
、
ま
た
明
清
の
 
 

才
子
の
文
章
を
読
ん
で
も
い
る
。
従
っ
て
岡
田
は
大
鉄
椎
と
同
じ
く
文
 
 

武
両
道
の
人
間
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
文
武
両
方
を
た
し
な
む
生
き
 
 

方
は
彼
の
読
書
趣
味
に
も
反
映
し
て
い
る
。
即
ち
、
愛
読
書
の
 
『
虞
初
 
 

新
志
』
 
で
も
取
り
分
け
、
武
勇
伝
の
「
大
鉄
椎
伝
」
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
 
 

ル
な
「
小
青
伝
」
と
に
惹
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
の
「
大
 
 

鉄
椎
伝
」
と
文
の
 
「
小
青
伝
」
と
が
好
き
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
大
鉄
椎
も
岡
田
も
寡
言
で
深
く
考
え
な
が
ら
も
果
断
な
 
 

文
武
両
道
の
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
と
解
さ
れ
る
。
 
 

の
急
激
な
進
歩
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
彼
の
志
し
た
こ
と
は
必
ず
 
 

や
り
遂
げ
る
と
い
う
彼
の
性
格
に
加
え
て
大
鉄
椎
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
た
。
 
 
 

岡
田
は
虞
初
新
譜
が
好
き
で
、
中
に
も
大
鏡
椎
侍
は
全
文
を
暗
 
 

諭
す
る
こ
と
が
出
来
る
程
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
飴
程
前
か
ら
武
重
 
 

が
し
て
見
た
い
と
云
ふ
願
望
を
持
っ
て
ゐ
た
が
、
つ
ひ
機
舎
が
無
 
 

か
つ
た
の
で
、
何
に
も
手
を
出
さ
ず
に
ゐ
た
。
近
年
競
漕
を
し
始
 
 

め
て
か
ら
、
熱
心
に
な
り
、
仲
間
に
推
さ
れ
て
選
手
に
な
る
程
の
 
 

進
歩
を
し
た
の
は
、
岡
田
の
此
の
一
面
の
意
志
が
発
展
し
た
の
で
 
 

あ
つ
た
。
（
頁
四
九
八
）
 
 

四
 
 

次
に
、
二
つ
の
物
語
に
お
け
る
退
治
場
面
の
描
き
方
と
ス
ト
ー
リ
ー
 
 

全
体
の
展
開
の
仕
方
に
着
眼
し
た
い
。
 
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
 
で
は
大
鉄
椎
は
一
人
で
素
早
く
百
何
人
の
盗
放
と
戟
 
 

い
、
落
ち
着
い
て
慌
て
ず
椎
を
振
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
三
十
人
を
殺
 
 

し
た
。
そ
の
戦
い
ぶ
り
に
は
宋
将
軍
も
驚
い
た
が
、
大
鉄
椎
の
方
は
勇
 
 

ま
し
く
戦
っ
て
か
ら
砂
ぽ
こ
り
を
立
て
て
東
へ
馳
せ
、
去
っ
て
し
ま
っ
 
 

た
。
そ
の
後
二
度
と
戻
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
大
鉄
椎
の
盗
賊
退
治
に
対
応
す
る
の
が
、
『
雁
』
に
お
け
る
岡
田
 
 

の
蛇
退
治
の
場
面
で
あ
る
。
い
つ
も
の
散
歩
の
道
で
岡
田
は
、
お
玉
の
 
 

烏
龍
が
蛇
に
襲
わ
れ
た
の
を
見
た
。
彼
ほ
、
こ
れ
は
ど
う
も
女
た
ち
に
 
 

は
対
処
で
き
な
い
事
だ
と
思
い
、
躊
躇
せ
ず
蛇
を
退
治
し
た
。
こ
の
場
 
 

面
で
は
岡
田
の
勇
ま
し
さ
や
蛇
の
動
き
な
ど
が
生
き
生
き
と
措
か
れ
、
ま
 
 

た
周
囲
で
見
て
い
る
女
運
の
慌
て
て
い
る
姿
と
、
岡
田
の
冷
静
な
姿
と
 
 

が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
お
玉
は
好
き
な
人
の
前
な
の
で
ど
う
し
よ
う
か
、
 
 

何
を
言
お
う
か
分
か
ら
ず
慌
て
て
い
る
。
そ
の
反
対
に
、
岡
田
は
ま
ず
 
 

状
況
を
観
察
し
て
「
何
か
刃
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
（
真
五
六
八
）
と
言
 
 

い
、
女
中
の
持
っ
て
く
る
包
丁
を
「
待
ち
兼
ね
た
や
う
に
」
受
け
取
っ
 
 

た
。
そ
し
て
体
操
が
得
意
の
彼
は
「
肘
掛
け
窓
へ
片
足
を
掛
け
」
て
、
「
左
 
 

の
手
は
も
う
庇
の
腕
木
を
握
っ
て
ゐ
る
」
（
貢
五
六
九
）
。
そ
れ
か
ら
上
 
 

手
に
素
早
く
蛇
を
真
っ
二
つ
に
斬
っ
た
。
彼
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
慌
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て
ず
落
ち
着
い
て
い
て
冷
静
で
あ
っ
た
。
最
後
に
蛇
の
死
体
を
片
付
け
 
 

て
か
ら
、
す
ぐ
「
さ
や
う
な
ら
」
と
言
い
、
「
跡
を
見
ず
に
坂
を
降
り
た
」
 
 

（
頁
五
七
三
）
。
ま
る
で
大
し
た
こ
と
ば
何
も
や
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
 
 

よ
う
な
態
度
で
あ
る
。
 
 
 

岡
田
は
大
鉄
椎
と
は
戦
う
対
象
や
動
機
と
が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
 
 

の
慌
て
ず
落
ち
着
い
た
様
子
と
勇
ま
し
さ
は
類
似
し
て
い
る
。
大
鉄
椎
 
 

は
勇
ま
し
く
戟
っ
て
か
ら
「
わ
れ
去
ら
ん
」
と
言
い
、
ど
こ
へ
行
っ
た
 
 

か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
岡
田
の
場
合
は
蛇
を
退
治
し
て
か
 
 

ら
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
用
事
が
終
わ
っ
た
 
 

ら
、
す
ぐ
「
さ
や
う
な
ら
」
と
言
っ
て
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
う
。
二
 
 

人
と
も
、
戦
っ
て
か
ら
す
ぐ
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
展
開
の
仕
方
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
 
 
 

ま
ず
、
物
語
の
叙
述
の
方
法
で
あ
る
。
大
鉄
椎
の
話
は
陳
子
燦
が
河
 
 

南
へ
兄
に
会
い
に
き
た
時
、
宋
将
軍
の
家
で
大
鉄
椎
に
会
っ
た
時
の
見
 
 

聞
を
も
と
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陳
子
燦
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
主
 
 

人
公
の
大
鉄
椎
が
語
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
鴎
外
の
 
『
雁
』
 
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
作
品
の
冒
頭
の
 
 

部
分
で
あ
る
。
 
 

古
い
話
で
あ
る
。
僕
は
偶
然
そ
れ
が
明
治
十
三
年
の
出
来
事
だ
 
 

と
云
ふ
こ
と
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。
ど
う
し
て
年
を
は
つ
き
り
覚
え
 
 

て
ゐ
る
か
と
云
ふ
と
、
其
項
僕
は
東
京
大
学
の
城
門
の
真
向
か
ひ
 
 
 

『
雁
』
の
物
語
は
「
僕
」
の
記
憶
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

「
僕
」
は
ふ
と
学
生
時
代
の
下
宿
屋
の
隣
に
住
ん
で
い
た
男
を
思
い
出
し
 
 

た
。
こ
の
岡
田
と
い
う
男
が
ど
ん
な
人
間
な
の
か
、
彼
の
青
春
の
一
ペ
ー
 
 

ジ
か
ら
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
物
語
の
叙
述
の
方
法
か
ら
見
る
と
、
語
 
 

り
手
の
 
「
僕
」
 
に
よ
っ
て
主
人
公
の
岡
田
が
語
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

つ
ま
り
、
『
雁
』
で
は
「
大
鉄
椎
伝
」
と
同
じ
く
第
三
者
に
よ
っ
て
主
 
 

人
公
が
語
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
、
人
物
像
に
つ
い
て
考
え
る
。
 
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
に
つ
い
て
、
貌
庵
は
明
朝
が
滅
び
た
時
大
変
悲
し
み
 
 

嘆
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
亡
国
の
哀
傷
を
表
 
 

す
も
の
や
、
作
者
の
明
代
の
皇
帝
と
臣
下
へ
の
不
満
と
復
讐
の
意
識
を
 
 

表
す
も
の
、
な
ど
と
い
う
論
が
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
大
鉄
椎
の
人
 
 

物
描
写
に
注
目
し
た
諭
も
あ
る
。
劉
宗
徳
氏
は
、
大
鉄
椎
の
人
物
像
の
 
 

描
き
方
に
つ
い
て
遠
い
所
か
ら
次
第
に
近
づ
い
て
く
る
、
と
い
う
手
法
 
 

を
指
摘
し
て
い
。
 
 
 

確
か
に
大
鉄
稚
に
つ
い
て
は
最
初
の
神
秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
始
ま
り
、
 
 

に
あ
つ
た
、
上
条
と
云
ふ
下
宿
屋
に
、
此
話
の
主
人
公
と
壁
一
つ
 
 

隔
て
た
隣
同
士
に
な
つ
て
住
ん
で
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
条
 
 

が
明
治
十
四
年
に
自
火
で
焼
け
た
時
、
僕
も
焼
け
出
さ
れ
た
一
人
 
 

で
あ
つ
た
。
そ
の
火
事
の
あ
つ
た
前
年
の
出
来
事
だ
と
云
ふ
こ
と
 
 

を
、
僕
は
覚
え
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
頁
四
九
一
）
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次
第
に
人
物
像
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
措
か
れ
方
が
見
ら
れ
る
。
冒
 
 

頭
か
ら
、
大
鉄
椎
は
ど
こ
の
人
か
分
か
ら
ず
名
前
を
聞
い
て
も
答
え
な
 
 

い
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
物
語
は
陳
子
燦
の
実
際
の
経
験
か
ら
分
か
っ
 
 

た
も
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
陳
子
燦
は
宋
将
軍
の
 
 

家
で
大
鉄
椎
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
つ
い
で
に
宋
将
軍
 
 

を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宋
将
軍
は
剣
の
武
術
に
優
れ
て
い
て
 
 

そ
の
周
り
の
七
省
の
英
雄
達
が
皆
宋
将
軍
の
下
に
武
術
を
習
い
に
く
る
 
 

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
宋
将
軍
の
武
芸
が
高
く
て
有
名
な
こ
と
が
分
か
 
 

る
。
そ
の
弟
子
達
も
弓
が
上
手
で
あ
っ
て
さ
す
が
に
「
勇
将
の
下
に
弱
 
 

卒
な
し
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宋
将
軍
の
強
さ
 
 

を
描
い
た
の
は
、
大
鉄
椎
の
人
物
像
を
更
に
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
 
 

る
た
め
な
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
大
鉄
椎
も
そ
の
大
勢
の
 
 

弟
子
達
の
一
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
貌
稽
は
周
辺
を
描
く
こ
と
か
ら
大
鉄
 
 

椎
の
人
物
像
に
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
大
鉄
椎
の
外
貌
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
描
か
れ
て
い
な
い
。
「
時
 
 

座
上
有
健
喫
客
，
貌
甚
寝
。
」
（
真
一
）
（
そ
の
時
食
客
の
中
で
大
食
い
で
 
 

あ
っ
て
容
貌
の
醜
い
人
が
い
た
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
普
通
と
違
う
イ
メ
ー
 
 

ジ
が
与
え
ら
れ
て
は
い
る
。
た
だ
ご
く
簡
単
な
服
を
身
に
つ
け
、
青
い
 
 

布
で
頭
を
包
み
、
白
い
布
で
足
を
く
る
ん
で
い
る
。
い
つ
も
大
鉄
椎
を
 
 

抱
え
て
い
て
ま
る
で
何
か
を
警
備
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
い
つ
も
身
か
 
 

ら
離
さ
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
行
動
で
は
夜
中
の
活
動
や
身
分
を
隠
す
 
 

こ
と
、
腰
に
多
く
の
金
銭
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
奇
妙
に
思
 
 

わ
せ
る
。
文
章
は
こ
こ
ま
で
は
側
面
か
ら
、
つ
ま
り
周
辺
の
こ
と
か
ら
 
 

大
鉄
椎
を
書
い
て
い
る
。
最
後
に
、
宋
将
軍
が
思
っ
た
ほ
ど
の
能
力
が
 
 

な
い
の
で
大
鉄
椎
は
思
い
切
っ
て
そ
の
も
と
を
立
ち
去
り
、
盗
賊
と
の
 
 

戦
い
で
宋
将
軍
に
手
伝
っ
て
も
ら
お
う
と
も
せ
ず
、
一
人
で
勇
ま
し
く
 
 

勢
い
よ
く
盗
賊
達
を
退
治
し
た
。
こ
こ
で
や
っ
と
大
鉄
椎
の
正
体
が
分
 
 

か
り
、
人
物
像
が
は
っ
き
り
す
る
。
ま
た
こ
の
時
蔭
で
戦
い
を
見
て
い
 
 

る
宋
将
軍
は
た
だ
息
を
詰
め
て
驚
き
震
え
て
い
る
が
、
こ
の
皮
肉
な
描
 
 

写
は
一
層
大
鉄
椎
の
判
断
の
賢
明
さ
を
証
明
す
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
展
開
は
盗
賊
退
治
の
場
面
で
ク
ラ
イ
 
 

マ
ッ
ク
ス
に
達
し
た
後
、
大
鉄
椎
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
 
 

い
、
一
転
意
外
な
結
末
を
見
せ
る
。
最
後
に
余
韻
が
残
り
、
大
鉄
椎
が
 
 

印
象
深
く
浮
か
び
出
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
『
雁
』
 
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

岡
田
の
人
物
像
は
正
面
か
ら
で
は
な
く
、
「
大
鉄
椎
伝
」
の
よ
う
に
側
 
 

面
か
ら
措
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
作
品
は
「
僕
」
 
の
記
憶
に
よ
っ
 
 

て
善
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
と
結
末
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
物
 
 

語
の
成
立
は
、
「
僕
」
 
の
学
生
時
代
の
出
来
事
で
、
「
僕
」
の
実
際
の
経
 
 

験
と
、
岡
田
が
去
っ
て
か
ら
お
玉
か
ら
聞
い
た
こ
と
と
の
組
み
合
わ
せ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

作
品
の
構
造
か
ら
見
る
と
、
『
雁
』
は
全
部
で
二
十
四
章
か
ら
な
る
。
 
 

し
か
し
、
主
人
公
岡
田
に
つ
い
て
の
叙
述
は
八
章
で
全
体
の
三
分
の
一
 
 

し
か
占
め
て
い
な
い
。
そ
れ
は
第
一
、
二
、
三
、
十
八
、
十
九
、
二
十
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二
、
二
十
三
、
二
十
四
章
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
語
り
手
の
「
僕
」
が
 
 

岡
田
を
珍
し
い
人
だ
と
紹
介
す
る
。
同
じ
下
宿
屋
に
住
ん
で
い
て
幅
を
 
 

利
か
し
て
い
る
普
通
の
人
と
違
い
、
時
間
厳
守
で
「
信
頼
す
べ
善
男
だ
」
 
 

（
頁
四
九
二
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
文
学
趣
味
が
あ
る
。
第
二
章
、
 
 

第
三
章
で
は
「
窓
の
女
」
お
玉
が
登
場
し
て
岡
田
が
た
だ
会
釈
す
る
く
 
 

ら
い
で
あ
る
。
岡
田
の
紹
介
は
こ
こ
に
止
ま
り
、
第
四
葺
か
ら
第
十
七
 
 

章
ま
で
は
お
玉
と
未
達
の
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
十
八
、
十
九
章
で
 
 

は
岡
田
に
つ
い
て
の
描
写
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
だ
と
言
え
る
蛇
退
治
の
 
 

シ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
こ
で
岡
田
は
競
漕
や
体
操
な
ど
で
鍛
え
た
体
を
生
 
 

か
し
て
簡
単
に
蛇
を
退
治
す
る
。
退
治
し
て
か
ら
軽
く
「
さ
や
う
な
ら
」
 
 

と
言
い
、
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
。
蛇
退
治
し
て
か
ら
の
第
二
十
葦
、
二
 
 

十
一
章
で
は
岡
田
の
こ
と
に
触
れ
ず
、
お
玉
の
心
理
描
写
が
な
さ
れ
る
。
 
 

そ
し
て
ち
ょ
う
ど
お
玉
が
岡
田
に
恋
心
を
打
ち
明
け
よ
う
と
し
た
と
こ
 
 

ろ
、
第
二
十
二
幸
か
ら
最
後
の
二
十
四
章
ま
で
ほ
予
想
し
な
い
こ
と
が
 
 

書
か
れ
て
い
る
。
岡
田
は
弾
着
を
決
意
し
て
去
っ
て
し
ま
う
。
い
つ
も
 
 

一
人
で
散
歩
し
て
い
る
岡
田
は
そ
の
日
に
限
っ
て
、
「
僕
」
に
誘
わ
れ
て
 
 

一
緒
に
散
歩
し
て
い
た
。
お
玉
は
岡
田
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
 
 

翌
日
岡
田
は
絆
行
し
て
し
ま
い
、
お
玉
と
岡
田
と
は
永
遠
に
会
え
な
く
 
 

な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
大
鉄
椎
伝
」
で
は
盗
賊
退
治
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
物
 
 

語
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
。
一
方
、
岡
田
と
お
玉
と
の
物
語
は
 
 

蛇
退
治
の
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
た
と
言
え
る
。
ま
 
 

た
ど
ち
ら
の
物
語
で
も
退
治
が
終
わ
っ
た
後
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
転
し
 
 

て
予
想
せ
ず
に
主
人
公
が
消
え
て
し
ま
う
。
そ
の
余
韻
が
読
者
に
強
い
 
 

印
象
を
残
す
の
で
あ
る
。
 
 

五
 
 

「
大
鉄
椎
伝
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、
『
虞
初
新
志
』
の
「
凡
例
十
則
」
に
 
 

〉
 

書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
二
種
類
が
見
ら
れ
郎
。
一
つ
は
貌
籍
の
作
で
、
 
 

も
う
一
つ
は
新
安
王
不
奄
の
作
で
あ
る
。
王
不
奄
の
「
大
鉄
椎
」
は
『
噂
 
 

史
』
に
収
め
ら
れ
て
い
て
題
名
に
「
伝
」
と
い
う
文
字
が
付
い
て
い
な
 
 

い
。
『
噂
史
』
は
王
燥
（
王
不
奄
）
 
の
撰
で
明
代
伝
奇
小
説
集
で
あ
る
。
 
 

現
在
で
は
『
昭
代
叢
書
続
集
』
に
し
か
見
ら
れ
な
巧
。
一
巻
で
「
避
爾
 
 

宏
」
、
「
大
鉄
椎
」
、
「
談
仲
和
」
、
「
黄
孟
通
」
、
「
落
龍
岡
」
、
「
内
江
」
六
 
 

編
及
び
附
録
『
塘
報
日
計
廓
略
』
を
収
め
て
い
る
。
王
不
奄
の
 
「
大
鉄
 
 

椎
」
で
は
物
語
が
、
就
縛
の
も
の
と
同
じ
く
陳
子
燦
の
見
聞
か
ら
善
か
 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
話
の
筋
は
貌
藷
の
・
「
大
鉄
椎
伝
」
よ
り
簡
咤
で
 
 

あ
る
。
人
物
像
に
閲
し
、
簡
単
な
服
で
体
を
包
み
、
出
身
や
名
前
を
聞
 
 

い
て
も
答
え
な
い
こ
と
が
親
権
の
「
大
鉄
椎
伝
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
大
 
 

食
い
で
食
べ
る
こ
と
以
外
は
終
日
寝
込
ん
で
い
て
薪
が
雷
の
よ
う
で
あ
 
 

っ
て
、
周
り
の
人
た
ち
が
因
っ
て
い
る
様
子
は
貌
蒔
の
作
に
見
ら
れ
な
 
 

い
。
ま
た
大
鉄
椎
の
暑
が
上
手
な
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
 
 

が
文
武
両
道
と
は
断
言
で
き
な
い
。
 
 
 

ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
展
開
の
仕
方
に
つ
い
て
、
大
鉄
椎
は
宋
将
軍
が
 
 99   



思
っ
た
ほ
ど
の
武
芸
が
な
い
と
分
か
っ
た
ら
す
ぐ
そ
の
下
を
離
れ
、
大
 
 

勢
の
盗
威
と
勇
ま
し
く
戦
っ
て
か
ら
す
ぐ
姿
を
消
し
て
し
ま
う
、
と
二
 
 

つ
の
作
品
で
殆
ど
同
じ
流
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
貌
繕
の
「
大
 
 

鉄
椎
伝
」
 
に
お
い
て
大
鉄
椎
が
三
回
も
言
っ
た
「
わ
れ
去
ら
ん
」
と
い
 
 

う
言
葉
の
力
強
さ
が
王
不
萄
の
「
大
鉄
椎
」
に
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

岡
田
が
全
文
暗
詞
で
善
る
の
は
『
虞
初
新
志
』
 
に
あ
る
貌
繕
の
「
大
 
 

鉄
稚
伝
」
 
で
あ
る
。
全
文
暗
詣
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
変
惹
か
れ
て
い
 
 

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
虞
初
新
志
』
の
「
大
鉄
椎
伝
」
を
 
 

持
ち
込
む
こ
と
で
、
語
り
手
で
あ
る
「
僕
」
が
表
面
的
に
措
く
岡
田
の
 
 

人
物
像
だ
け
で
な
く
、
岡
田
の
大
鉄
椎
的
な
性
格
も
ま
た
見
え
て
く
る
。
 
 

こ
う
し
て
岡
田
の
性
格
の
多
重
性
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
 
 

た
「
近
代
日
本
の
代
表
的
青
年
」
と
し
て
の
岡
田
と
、
中
国
伝
奇
小
説
 
 

の
英
雄
の
流
れ
を
汲
む
主
人
公
と
し
て
の
岡
田
が
同
時
に
表
現
さ
れ
て
 
 

い
る
。
そ
の
意
味
で
『
雁
』
は
明
清
伝
奇
小
説
と
近
代
小
説
と
を
融
合
 
 

し
た
作
品
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
岡
田
だ
け
で
は
な
く
、
ヒ
 
 

ロ
イ
ン
の
お
玉
と
岡
田
の
好
巷
な
『
虞
初
新
志
』
の
「
小
青
伝
」
と
の
 
 

関
わ
り
も
考
察
の
範
疇
に
入
れ
た
い
。
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史
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